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５ 政府資産・債務改革（抄） 

政府資産・債務改革は、「小さくて効率的な政府」を実現し、政府債務の増大を

圧縮するために、欠くことができない。今後とも、これまでの財政投融資改革によ

る財政融資資金の貸付金残高の縮減を維持し、徹底的な歳出削減を図るとともに、

売却可能な国有財産の売却促進を行うこと等により、政府の資産・債務規模の圧縮

を行う。特に、特別会計改革及び政策金融改革と連動させ、国のバランスシート全

体の位置付けの中で積極的に推進する。また、資産・債務の管理の在り方について

も、民間の視点・技法をも積極的に活用しつつ、見直しを進める。国及び地方公共

団体の資産・債務の管理等に必要な公会計の整備については、企業会計の考え方を

活用した財務書類の作成基準等の必要な見直しを行うなど、一層の推進を図る。こ

れにより、政府資産がスリム化され、国の財政に寄与するとともに、内在する金利

変動等のリスクも軽減される。 

 

 

 

 

簡素で効率的な政府を実現するための行政改革の推進に関する法律（抄） 

（平成１８年法律第４７号） 

 

（国の資産及び債務の管理の在り方の見直し） 

第６０条 （第１項 略） 

２ 政府は、企業会計の慣行を参考とした貸借対照表その他の財務書類の整備を促進

するため、当該書類を作成する基準について必要な見直しを行い、その他必要な取

組を行うものとする。 


